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東京都における医療DXの進捗
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資料３



オンライン資格確認で国内全医
療機関にネットワークを張る
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能登半島地震ではオンライン資格確認の 
災害モード機能が役立ちました

日本医師会　佐原常任理事資料より

電子処方せんシステムを加えて
情報のリアルタイム化を実現
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（2024/03/31）
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電子カルテ情報を標準化する、
標準型電子カルテを配布する

医療情報の標準化
• 全国医療情報プラットフォームを
使って情報を共有する

• まずは３文書６情報を共有する

• この情報は個人でもスマホ（ス
マートフォン）でもマイナポータ
ル上で閲覧可能とする

東京新聞2023.08.17より
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医療情報の標準化
• 全国医療情報プラットフォームを
使って情報を共有する

• まずは３文書６情報を共有する

• この情報は個人でもスマホ（ス
マートフォン）でもマイナポータ
ル上で閲覧可能とする

　3文書
① 健康診断結果
② 診療情報提供書
③ 退院時サマリー
6情報
①傷病名 ②アレルギー
③感染症 ④薬剤禁忌
⑤血液検査　　⑥処方

東京新聞2023.08.17より

マイナポータル経由で国民に 
健康データを共有する

6



東京総合医療ネットワークの進捗

東京総合医療ネットワーク

東京総合医療ネットワークはすでに都内40施設で稼働

4つの異なる病院電子カルテを連結しています
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開示施設一覧

開示施設一覧

電子カルテのメーカーが異なっても画像閲覧ができます
東京総合医療ネットワーク
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東京総合医療ネットワーク

東京総合医療ネットワーク

救急でも病院間連携ができるようになります
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診療室G4dual
当面はHumanBridge同志
あるいはID-Link同志の病院
間に留まりますがここも相互互換を検討続けます

診療室G4dual
HumanBridge上でID-Link側の表示を出す、バーチャルデスクトップのような仕組みを4社間相互で実現しました



能登半島地震では緊急時連携機能が役立ちました

日本医師会　佐原常任理事資料より

3月4日　北國新聞

能登半島地震では緊急時連携機能が役立ちました

日本医師会　佐原常任理事資料より
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東京総合医療ネットワーク

今後は閲覧できる診療所を増やしていきます

診療所用
リーフレットご覧ください

東京総合医療ネットワーク

東京総合医療ネットワークでは独自サーバがなく 
各ベンダーが用意する連繋用サーバを 
見に行くだけの構造となっています
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東京総合医療ネットワーク

東京総合医療ネットワークでは独自サーバがなく 
各ベンダーが用意する連繋用サーバを 
見に行くだけの構造となっています

電子カルテを閲覧できるものの 
相手先の病院内ネットワークにはアクセスいたしません

連携によるシステムへの侵入はありえません

ご静聴ありがとうございました

東京総合医療ネットワーク
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